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高 知
県労連
高 知

県労連
   

９
月
７
日
の
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
、
県
労
連
が
提
出
し
て
い
た
異
議
の

申
出
が
審
議
の
上
却
下
さ
れ
ま
し
た
。「
憲
法
２
５
条
の
具
現
化
」と
東
京
へ
の「
一

極
集
中
」の
問
題
を
提
起
し
、
最
低
賃
金
の
在
り
方
を
大
局
的
な
視
点
か
ら
提
起

し
た
も
の
で
し
た
。

【日程】 ９月２５日(日)１０時～

【場所】 人権啓発センター

　１号議案 ： 運動の総括 ・ 情勢 ・ 方針

　２号議案 ：15年度決算案

　３号議案 ：16 年度予算提案

　４号議案 ： 会費についての予備提案

　５号議案 ： 人事検討委員会の報告

第２９回高知定期大会

７
１
５
円｢

人
間
ら
し
い
生
活｣

出
来
る
？

全
国
平
均
は
８
２
３
円
に

　
最
高
の
東
京
都
が
９
３
２
円
、
全
国

加
重
平
均
は
８
３
２
円
と
な
り
、
昨
年

比
で
２
５
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
最
低
は
沖
縄
と
宮
崎
の
７
１

４
円
と
な
り
、
東
京
都
と
の
格
差
は
２

１
７
に
拡
大
し
ま
し
た
。

「
人
間
ら
し
い
最
低
限
の
生
活
」
は

　
高
知
県
の
最
低
賃
金
は
、
２
２
円
引

高
知
県
最
賃
２
２
円
引
き
上
げ
が
決
定

き
上
げ
で
７
１
５
円
と
な
り
、
一
見

「
大
幅
」な
引
き
上
げ
に
見
え
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
時
給
７
１
５
円
と
い

う
の
は
、
憲
法
２
５
条
の「
人
間
ら
し
い

最
低
限
度
の
生
活
」
と
い
う
視
点
で
見

れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
時
給
７
１
５
円

で
は
、
月
１
７
３
．
８
時
間
（法
定
平
均

労
働
時
間
）
働
い
た
と
し
て
も
、
総
収

入
で
１
２
万
４
千
円
程
度
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
年
間
で
も
１
４
９
万
で
、
年

収
２
０
０
万
円
以
下
の「
働
く
貧
困
層
」

と
言
わ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
水
準
に

す
ら
到
達
で
き
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
底
辺
層
の
生
活
を
引
上
げ
、
拡
大
し

続
け
る
格
差
と
貧
困
の
状
況
を
是
正
し

て
い
く
こ
と
が
、
最
低
賃
金
に
求
め
れ

れ
る
社
会
的
責
任
の
一
つ
で
す
。

課
題
は
東
京
へ
の
一
極
集
中

　
い
ま
、
高
知
県
だ
け
で
な
く
日
本
が

抱
え
る
大
き
な
課
題
が
、
東
京
都
への

「
一
極
集
中
」
の
問
題
で
す
。
全
国
的

に
人
口
減
少
が
進
む
日
本
に
あ
っ
て
、

東
京
都
は
２
０
０
５
年
か
ら
の
１
０
年
間

　
１
５
年
の
企
業
の
内
部
留

保
、
最
高
の
３
７
７
兆
円
。

し
か
し
、
伸
ば
し
た
の
は
大

企
業
。
設
備
投
資
や
企
業

買
収
の
た
め
の
資
金
。
賃
上
げ
に
は
回

さ
な
い
と
い
う
姿
勢
▲
渇
い
た
の
ど
を
海

水
は
潤
さ
な
い
。
い
や
む
し
ろ
の
ど
を
か

き
む
し
り
、
の
ど
を
焦
が
す
。
貯
め
れ

ば
ま
た
貯
め
た
く
な
る
▲
労
働
者
は
家

に
帰
れ
ば
生
活
者
で
あ
り
消
費
者
で
あ

る
。
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
い
、
企
業

に
利
益
を
も
た
ら
す
。
そ
の
儲
け
の
泉

を
細
く
し
枯
ら
し
て
し
ま
っ
て
は
水
は
飲

め
ま
い
▲
安
倍
政
治
の
特
徴
は
、
ウ
ソ

を
つ
く
こ
と
。
選
挙
前
だ
け
だ
っ
た
も
の

が
、
絶
え
ず
嘘
を
つ
く
。
息
を
吐
く
よ

う
に
嘘
を
つ
く
▲
１
４
、
１
５
年
のG

D
P

は
マ
イ
ナ
ス
。
家
計
支
出
も
同
様
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
道
半
ば
。
そ
う
見
え
る
の

は
「
統
計
の
せ
い
だ
」
と
言
い
出
し
た
。

「
統
計
詐
欺
」
で
目
先
を
ご
ま
か
そ
う

と
し
て
い
る
。
匂
い
と
煙
は
す
る
が
ウ
ナ

ギ
の
か
ば
焼
き
は
一
向
に
出
て
こ
な
い
。

大
き
な
団
扇
を
持
っ
て
き
て
も
っ
と
煽

げ
と
い
う
こ
と
だ
▲
日
銀
に
国
債
を
買

わ
せ
、
株
を
買
わ
せ
、
株
価
を
上
げ

る
。
ま
た
、
年
金
基
金
も
動
員
す
る
。

最
低
賃
金
は
格
差
拡
大
の
「
大
幅
」
引

上
げ
。
他
方
、
沖
縄
で
ヘリ
パ
ッ
ト
反
対

派
を
首
都
圏
動
員
の
機
動
隊
で
排
除
す

る
。
共
謀
罪
も
準
備
す
る
▲
自
民
党

総
裁
任
期
を
延
期
し
て
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ア
ベ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

す
る
。
国
威
発
揚
の
中
改
憲
に
持
ち
込

む
戦
略
。
ウ
ナ
ギ
の
匂
い
と
煙
に
は
ご

用
心
だ
。
（田
）

　
最
低
賃
金
決
定
ま
で
の
流
れ

　
　
労
働
局
長
か
ら
の
諮
問

　
　
　
↓

　
　
審
議
会
全
員
協
議
会
（公
開
）

　
　
　
↓
　
※
中
賃
か
ら
の
目
安
発
表

　
　
審
議
会
専
門
部
会
（非
公
開
）

　
　
　
↓

　
　
専
門
部
会
で
採
決
（非
公
開
）

　
　
　
↓
　
※
県
労
連
が
異
議
申
し
出

　
　
審
議
会
で
異
議
審
査
後

　
　
　
　
　
労
働
局
長
へ
答
申

（公
開
）

　
　
　
↓

　
　
労
働
局
長
が
答
申
を
受
け
て
決
定

　

で
８
０
万
人
以
上
も
人
口
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
地
方
か
ら
東
京
への
人
口
流
出

の
背
景
に
は
、
最
低
賃
金
の
格
差
（最

大
２
１
８
円
）
が
全
体
の
賃
金
格
差
に

連
動
し
て
お
り
、
県
内
で
は
結
婚
や
子

育
て
な
ど
の
く
ら
し
が
営
み
に
く
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
証
拠
に
、
有
効
求
人
倍
率
が
１

倍
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
内
か
ら
の
流
出
す
る
人
口
に
は
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
審
議
会
で
も
、
全
国
最
低
の
最
低
賃

金
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
懸
念
し
て
か
、
目

安
プ
ラ
ス
１
円
の
２
２
円
が
専
門
部
会
で

全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

最
賃
守
ら
せ
る
運
動
を
　

　
と
は
い
え
、
今
年
の
１
０
月
１
６
日
か

ら
の
施
行
が
決
ま
っ
た
以
上
、
最
低
賃

金
を
下
回
る
企
業
が
出
な
い
よ
う
、
最

低
賃
金
額
を
周
知
を
し
て
守
ら
せ
る
、

そ
し
て
制
度
的
限
界
に
達
し
て
い
る
最
低

賃
金
法
を
改
正
し
、
全
国
一
律
１
５
０

０
円
を
目
指
し
ま
す
。
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丸ノ内緑地での3.19集会

はりまや橋交差点

　 

政
府
は
、
過
去
３
回
に
わ
た
り
国
会
へ
提
出
さ
れ
廃
案
と
な
っ
て
い
る「
共
謀
罪
」

を
、
そ
の
構
成
要
件
を
一
部
変
更
し
た
だ
け
の
「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」
と

し
て
９
月
の
臨
時
国
会
へ
提
出
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
開
催
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
安
全
確
保
を
口
実
に
、
国
家
権
力
の
権
限
を
強
化
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

狙
わ
れ
る
独
裁
国
家
作
り

テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
と
は

　 

内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の「
共
謀
罪
」
と

ほ
ぼ
同
じ
で
、
重
大
な
犯
罪
を
実
際
に

行
動
に
移
す
前
に
相
談
し
た
だ
け
で
処

罰
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
安
倍
政
権

は
、
適
用
範
囲
を
絞
る
な
ど
し
た
新
た

な
法
改
正
案
を
ま
と
め
、
「
テ
ロ
等
組

織
犯
罪
準
備
罪
」
と
し
て
、
９
月
に
召

集
さ
れ
る
臨
時
国
会
に
法
案
を
提
出
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

廃
案
の
共
謀
罪
が
９
月
国
会
で
復
活

　
菅
官
房
長
官
は
、
記
者
会
見
で
「
国

際
社
会
と
強
調
し
、
組
織
犯
罪
と
闘

う
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
」と
語
り
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
一

大
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
、
テ
ロ
対
策
強
化
と

い
う
理
由
を
付
け
加
え
法
案
を
通
過
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
質
は
政
府
に
反
対
す
る
勢
力
の
監
視

　
こ
の
法
案
の
危
険
性
は
、
犯
罪
を
実

際
に
実
行
に
移
す
よ
り
先
に
、
相
談
し

東京新聞記事を抜粋

た
だ
け
で
も
処
罰
が
で
き
る
と
い
う
点
で

す
。
実
際
に
犯
罪
を
実
行
し
な
く
て

も
、「
犯
罪
を
計
画
し
た
」
と
し
て
警
察

が
逮
捕
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
強
権
的

で
政
府
や
警
察
権
力
を
さ
ら
に
強
め
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
の
参
議
院
選
挙
の
際
、
大
分
県
警

が
野
党
の
選
挙
対
策
事
務
所
に
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
問
題
と
な
り
ま
し
た

が

（後
日
、
大
分
県
警
は
謝
罪
）、
こ

の
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
が
制
定
さ

れ
れ
ば
、
国
民
全
体
が
監
視
対
象
と

な
り
ま
す
。
犯
罪
準
備
の
裏
付
け
捜

査
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
ま
か

り
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
民
主
主
義

や
私
た
ち
労
働
組
合
活
動
、
個
人
の

自
由
な
行
動
が
制
限
さ
れ
る
の
で
す
。

戦
前
の
日
本
へ
後
退
す
る
安
倍
政
権

軍
事
力
・
権
限
強
化
か
ら
の
転
換
を

戦争法を廃止させる

１９日行動

【日程】9月19日(月祝)
13:00～

【場所】丸ノ内緑地
【内容】集会＋デモ行進

　安保関連法（戦争法）の強行採決からちょうど１年となり

ます。この間、安倍政治は日本の民主主義を破壊し、平

和国家を戦争の出来る国へと作り変えようとしてきました。

アベノミクスの嘘とごまかしを許さない大きな声を結集し、

新たな闘いの決意を固めましょう。

　～　改憲スケジュール　～

２０１６年９月 （秋の臨時国会）

　・衆参両院の憲法審査会で

　　　　　　　     　　　　改憲項目の絞り込み

　　　（憲法審査会の過半数で決議）

その後

　 ・ 両院の総議員の 3 分の 2 以上で発議

　　　⇒６０日～１８０日で国民投票

　 ・ 国民投票 （２分の１の賛成で承認）

【安倍首相の心配事】

２０１８年９月末 ・ ・ ・ 　自民党総裁の任期

２０１８年１２月 ・ ・ ・ 　衆議院任期終了

　
安
倍
首
相
は
、

憲
法
９
条
改
正
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
党

規
約
を
変
更
し
、

総
裁
任
期
を
延
長

し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
す
ら

国
威
発
揚
の
場
に

に
利
用
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
ま
で
し
て
執
念
を
燃
や
す
憲
法

改
正
で
す
が
、
そ
れ
に
は
困
難
も
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
、
１
０
０
項
目
以
上
も
の

改
憲
草
案
か
ら
改
憲
項
目
を
絞
り
込
む

必
要
が
あ
る
こ
と
、
２
つ
目
に
、
各
党
の

思
惑
の
調
整
で
す
。
公
明
党
は
曲
が
り

な
り
に
も
護
憲
政
党
の
看
板
を
掲
げ
て

お
り
、
憲
法
９
条
の
改
正
に
対
し
、
ど

う
い
っ
た
態
度
を
示
す
の
か
は
不
透
明
で

す
。

　
国
民
投
票
も
見
据
え
、
野
党
共
同
の

枠
組
み
の
強
化
と
再
構
築
を
進
め
、
憲

法
問
題
を
国
民
的
な
議
論
に
押
し
上

げ
、
民
主
主
義
や
立
憲
主
義
に
つ
い
て

の
議
論
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
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労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信　

月
号

９

加
盟
組
織
で
大
会
・
総
会
が
開
催

　
８
月
後
半
か
ら
１
０
月
に
か
け
て
は
、
県
労
連
も
含
め
多
く
の
組
織
で
大
会
や
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
年
間
の
総
括
を
行
い
、
来
年
度
の
方
針
を
議
論
し
ま
す
。

県
労
連
加
盟
組
織
の
大
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　 

８
月
の
労
働
相
談
は
１
３
件
（女
性

６
名
、
男
性
７
名
）
あ
り
ま
し
た
。
年

齢
は
２
０
代
１
名
、
４
０
代
４
名
、
５

０
代
３
名
、
６
０
代
２
名
、
不
明
３

名
。
事
業
規
模
は
３
０
人
以
下
が
５

名
、
１
０
１
人
以
上
１
名
、
不
明
が
７

名
で
し
た
。
雇
用
形
態
は
正
規
７
名
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
２
名
、
不
明
４

名
。
相
談
の
契
機
と
し
て
は
、
電
話

帳
２
名
、
紹
介
３
名
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
５
名
、
そ
の
他
１
名
、
不
明
２
名
で

す
。
▼
高
知
県
教
職
員
組
合
の
事
例

紹
介
で
す
。
臨
時
教
員
の
方
か
ら
、

着
任
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
か
ら
産
休
代
替
と

し
て
学
校
に
入
っ
て
欲
し
い
と
い
う
話
し

を
受
け
て
、
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
産
休
よ
り
前
に
、
病

休
代
替
で
別
の
学
校
に
お
願
い
し
た
い

と
い
う
話
が
来
ま
す
。
詳
し
い
説
明
は

無
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
普
通
に
受
け

と
め
れ
ば
、
病
休
代
替
を
し
て
い
て
、

産
休
代
替
の
期
日
に
な
れ
ば
、
そ
ち

ら
に
行
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う

の
が
当
然
で
す
。
し
か
し
、
病
休
代
替

で
行
っ
た
学
校
の
校
長
か
ら
、
病
休
が

長
引
き
そ
う
だ
か
ら
、
引
き
続
き
病

休
代
替
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を

さ
れ
ま
す
。
教
育
委
員
会
か
ら
は
何

の
説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
実
は
、

病
休
代
替
に
な
る
と
長
期
休
業
中

県
労
連
女
性
部
総
会

　
８
月
２
６
日
、
県
労
連
女
性
部
は
、

高
知
城
ホ
ー
ル
に
て
定
期
総
会
を
開

催
、
働
く
女
性
の
中
央
集
会
の
成
功
に

向
け
て
す
べ
て
の
組
織
か
ら
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
声
を
掛
け
れ
て
い
な

か
っ
た
組
織
に
も
積
極
的
に
オ
ル
グ
を
行

い
、
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
部
長
・
柳
川
美
智
、
書
記
長
・

筒
井
典
子

（敬
称
略
・
以
下
同
じ
）。

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
四
国
地
本
定
期
大
会

　
８
月
２
８
日
、
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ

オ
ン
は
、
高
知
城
ホ
ー
ル
に
て
第
５
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
７
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
や
職
場
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

取
り
組
み
、
職
場
討
議
、
ス
ト
権
批
准

一
票
投
票
な
ど
、
全
組
合
員
参
加
の

運
動
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
の
担
い
手
育
成

と
し
て
第
４
回
「
未
来
口
座
」
を
開
催

し
、
全
労
連
わ
く
わ
く
講
座
の
受
講

も
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
・
岡
﨑
澄
男
、
書
記
長
・
筒

井
。

こ
う
ち
生
協
労
組
定
期
大
会

　
９
月
３
日
、
婦
人
会
館
で
こ
う
ち
生

活
協
同
組
合
労
働
組
合
が
定
期
大
会

（夏
休
み
）
は
、
辞
令
が
切
れ
、
給

料
が
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
９
月
か
ら

の
仕
事
が
あ
る
か
ど
う
か
も
分
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
産
休
代
替

な
ら
、
長
期
休
業
中
も
辞
令
は
出

て
い
ま
す
し
、
３
月
２
６
日
ま
で
、

同
じ
学
校
で
働
き
続
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
大
き

く
賃
金
や
働
き
方
に
影
響
す
る
こ

と
な
の
に
、
十
分
な
説
明
も
な

く
、
断
れ
る
雰
囲
気
で
は
な
い
中

で
管
理
職
か
ら
話
を
さ
れ
、
承
知

せ
ざ
る
を
得
な
い
例
が
あ
り
ま
す
。

▼
別
の
臨
時
教
員
は
、
教
育
委
員

会
か
ら
Ａ
校
に
行
っ
て
欲
し
い
と
の

話
を
受
け
た
後
に
、
Ａ
校
が
ダ
メ

に
な
っ
た
か
ら
Ｂ
校
に
行
っ
て
欲
し
い

と
い
う
話
を
さ
れ
ま
す
。
通
勤
で

き
る
距
離
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

断
る
と
、「
雇
用
は
な
い
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
幸
い
、
３
日
後
に
別
の

学
校
への
着
任
が
決
ま
り
ま
す
が
、

不
誠
実
な
対
応
が
さ
れ
て
い
る
実

態
も
あ
り
ま
す
。
▼
今
学
校
現

場
で
は
、
病
気
や
出
産
で
休
む
教

職
員
の
代
替
の
方
が
す
ぐ
に
配
置

さ
れ
な
い
、
担
任
が
休
ん
だ
の
に
担

任
が
出
来
な
い
人
し
か
配
置
さ
れ

な
い
な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
臨
時
教
職
員
の
方
々

が
、
高
知
で
先
生
を
続
け
た
い
と

言
っ
て
も
ら
え
る
状
況
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
（坂
本
忠
雄
）

を
行
い
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
活
動
の

柱
に
①
憲
法
を
守
り
、
戦
争
を
さ
せ

な
い
た
た
か
い
に
積
極
的
に
参
加
す
る
、

②
こ
う
ち
生
協
に
関
わ
る
全
て
の
労
働

者
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
を
目

指
す
、
③
一
人
ひ
と
り
の
声
や
想
い
を

真
ん
中
に
お
い
た
要
求
づ
く
り
を
徹
底

し
よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
実
現
す
る
、

④
議
論
の
透
明
性
を
確
保
し
、
仲
間
の

理
解
を
得
て
と
も
に
歩
ん
で
い
け
る
活

動
を
目
指
す
、
⑤
生
協
労
連
・中
四
国

地
連
・
県
労
連
な
ど
の
上
部
団
体
と

連
携
し
、
こ
う
ち
生
協
労
働
組
合
の
課

題
・
地
域
の
課
題
・
国
民
的
課
題
に
取

り
組
む
な
ど
の
方
針
を
決
定
し
ま
し

郵政産業労働者ユニオン大会の様子

こうち生協労組定期大会の様子 た
。
委
員
長
・
東
裕
幸
、
書
記
長
・
中

谷
秀
人
。

高
知
一
般
労
働
組
合
定
期
大
会

　
９
月
４
日
、
高
知
城
ホ
ー
ル
に
て
高
知

一
般
労
働
組
合
は
第
６
５
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
基
軸
と
な
る
「
全
国
全

産
業
一
律
最
低
賃
金
制
」の
法
制
化
で

同
一
労
働
・同
一
賃
金
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
高
知
一
般

で
は
、
土
佐
食
を
先
頭
に
組
織
拡
大
が

大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。
組
合
長
・

前
田
研
、
書
記
長
・
森
永
真
史
。

　
各
組
織
で
た
た
か
う
労
働
組
合
の
方
針

が
掲
げ
ら
れ
、
労
働
者
の
権
利
を
守

り
、
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
る
決
意
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
２
５
日
の
県
労

連
定
期
大
会
で
は
、
各
組
織
の
議
論
を

持
ち
寄
り
、
県
労
連
方
針
を
議
論
し
て

い
き
ま
す
。



(4）２０１６年９月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１８９

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
１
０
月
５
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

１
８
８
号
の
答
え
は
「
ボ
ウ
サ

イ
ク
ン
レ
ン
」
で
し
た
。
当
選
者

は
以
下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

髙
橋　

英
理
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

武
市　

研
二
さ
ん

　
　
　
　
　
（
全
労
連
）

山
本　

朱
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
全
労
働
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①執を○○に

する　③――に

は紙幣、硬貨、

カード類も　⑤

幕内より下の力

士　⑦○○の

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
○
○
何
時
？
　

②
―
―
と
イ
ス
　
③
地
獄
の
○
○

も
金
次
第
　
④
―
―
が
吹
っ
飛
ん

だ
（駄
洒
落
）　
⑥
本
当
の
気
持
ち

　
⑧
天
皇
な
ど
の
位
に
つ
く
　
⑨
会

が
開
か
れ
る
期
間
　
⑪
あ
す
の
天

気
―
―
　
⑬
大
阪
夏
の
○
○
　
⑮

桃
○
○
三
年
柿
八
年

下の力持ち　⑧○

○得勘定　⑩新しい

仕事に――的　⑫

○○の張り合い、

○○悪　⑭孫は２歳

で――園児　⑯教

育の機会――

詳しくは、県労連ホームページを！

｢高知県労連｣で検索できます。

労働相談は0120 －378 －060 へ

党
規
変
え
ア
ベ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
夢
を
み
る
　

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
（源
朝
光
）

も
う
イ
ッ
チ
ョ
ウ
五
連
覇
目
指
せ
伊
調
さ
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
狸
）

安
倍
ワ
リ
オ
手
に
持
つ
政
策
毒
キ
ノ
コ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　  

　
　
（牧
師
）

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

川
柳
コ
ー
ナ
ー

○伊方原発の再稼働なんてありえない！しかも、売電目的！？

ありえない！！県国公（Ｔ･Ｋ）

○情報収集に役立っています。 自治労連 （Ｔ・Ｅ）

○台風１２号の近づく中、無事県内一斉避難訓練を終了しまし

たが、今年のように台風の発生が夏に無く、秋口に入ってから

という年は、 これからの台風被害が心配になります。 天災には

勝てません。 備えるしかありません。その為の訓練ですね。自

治労連 （Ｍ・Ｒ）

○売電目的の原発再稼働とは！！ただただ驚きます！県国

公（Ｙ･Ａ）

働くもののいのちと健康を守る
中四国ブロックセミナー in 高知

【１日目】 ～スケジュール～

１２ ：４５～　受付

１３：１５～　文化行事

１３ ： ３０～　開会　　　　　　　　 講師の

１３ ： ３５～　全体会　　　　　　  岡田医師⇒

　　　　　　　　・講演 「ストレスチェックと過密労働の是正」

　　　　　　　　・パネルディスカッション（広島・山口・高知）

１７：３０～　交流会

【２日目】

　　　９ ：００～　分科会

　　　　　　　　　　①初級 ・ 安全衛生 「安全法 ・安全規則」

　　　　　　　　　  ②じん肺 ・ｱｽﾍﾞｽﾄ

　　　　  　　　　　 ③職場のメンタルヘルス対策

                        ④長時間・夜勤交代制労働の改善へ

                        ⑤自由民権を求めて （動く分科会）

１１：３０～　全体会

１２ ： ００　　閉会

※職場に蔓延する過密労働を安全衛生活動でどう是正していくし

ていくかが学べます！お申し込みは高知県労連までご連絡を！

【日  程】9月 17日(土)～ 18日(日)

【場  所】高知城ホール

【参加費】2,000円(全体会・分科会の両日で)

ロ
ー
ン
で
し
ょ
教
育
受
け
る
も
自
己
責
任

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　  

　
　
（牧
師
）


